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〔
コ
メ
ン
ト
一
〕

中
国
に
お
け
る
日
中
戦
争
遺
跡

一

谷

和

郎

は
じ
め
に

先
ほ
ど
安
藤
先
生
か
ら
、
日
吉
台
地
下
壕
と
い
う
も
の
を
ア
ジ

ア
太
平
洋
戦
争
全
体
の
歴
史
の
な
か
で
考
え
る
と
い
う
趣
旨
の
ご

発
言
が
あ
り
ま
し
た
が
、
私
か
ら
は
、
そ
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争

の
最
大
の
被
害
国
で
あ
る
中
国
の
日
中
戦
争
関
連
遺
跡
を
取
り
あ

げ
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
保
存
な
い
し
活
用
さ
れ
て
い
る
の
か

と
い
う
観
点
か
ら
、
中
国
に
お
け
る
日
中
戦
争
遺
跡
を
め
ぐ
る
問

題
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

中
国
に
お
け
る
日
中
戦
争
関
連
遺
跡
に
つ
い
て
簡
単
に
定
義
し

て
お
き
ま
す
と
、
満
洲
事
変
以
降
の
中
国
へ
の
日
本
の
軍
事
行
動

お
よ
び
盧
溝
橋
事
件
以
降
の
日
中
戦
争
に
お
い
て
、
日
本
側
が
軍

事
行
動
の
過
程
で
残
し
た
遺
構
、
跡
地
や
、
中
国
側
が
事
件
や
戦

闘
に
よ
っ
て
日
本
側
か
ら
被
っ
た
被
害
、
あ
る
い
は
日
本
側
に
対

す
る
中
国
側
の
政
治
的
、
軍
事
的
抵
抗
に
関
わ
る
遺
構
、
跡
地
を

さ
す
も
の
と
ひ
と
ま
ず
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
中
戦
争
の
時

期
区
分
に
つ
い
て
は
、
中
国
で
全
民
族
の
対
日
抗
戦
が
実
現
す
る

の
は
盧
溝
橋
事
件
以
降
で
す
の
で
、
本
来
、
歴
史
の
一
時
期
と
し

て
の
日
中
戦
争
す
な
わ
ち
抗
日
戦
争
は
、
一
九
三
七
年
七
月
を
起

点
と
す
べ
き
で
す
が
、
他
方
で
日
本
の
中
国
侵
略
は
満
洲
事
変
に

始
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
爪
痕
は
今
も
中
国
に
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
こ
で
は
満
洲
事
変
以
降
の
遺
跡
も
い
く
つ
か
含
め
て
考
え
る
こ

と
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
国
に
お
け
る
日
中
戦
争
関
連
遺
跡
の
保
存

ま
ず
、
中
国
に
お
け
る
日
中
戦
争
関
連
遺
跡
の
保
存
と
い
う
こ

と
か
ら
説
明
い
た
し
ま
す
。
中
国
に
お
け
る
文
化
財
は
、
国
務
院

が
制
定
す
る
文
化
遺
産
保
護
制
度
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

八
六
（
一
八
四
）



文
化
財
保
護
の
中
央
行
政
機
関
は
国
家
文
物
局
で
あ
り
、
そ
れ
が

全
国
の
文
化
財
保
護
行
政
を
取
り
仕
切
り
、
文
化
財
の
指
定
、
保

存
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
文
化
財
保
護
制
度
の
な
か
に
は
、
全
国

重
点
文
物
保
護
単
位
と
い
う
指
定
制
度
が
設
け
ら
れ
、
そ
こ
で
は

歴
史
的
、
芸
術
的
意
味
で
の
価
値
を
も
つ
国
家
レ
ベ
ル
の
有
形
文

化
財
が
保
護
さ
れ
る
と
と
も
に
、
他
方
で
中
国
革
命
な
い
し
日
中

戦
争
を
経
て
中
華
人
民
共
和
国
樹
立
に
至
る
ま
で
の
、
と
く
に
共

産
党
の
革
命
史
に
即
し
た
革
命
的
伝
統
の
価
値
を
表
象
す
る
史
跡

も
多
数
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
務
院
に
よ
る
全
国
重
点
文
物
保

護
単
位
の
指
定
は
、
一
九
六
一
年
に
は
じ
ま
り
ま
す
。
文
化
大
革

命
の
時
代
は
指
定
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
後
一
九
八
二
年
、
一

九
八
八
年
、
一
九
九
六
年
、
二
〇
〇
一
年
、
二
〇
〇
六
年
と
、
現

在
ま
で
六
回
に
わ
た
り
指
定
が
公
布
さ
れ
て
き
ま
し
た
（「
全
国

重
点
文
物
保
護
単
位
」
―
中
華
人
民
共
和
国
国
家
文
物
局

〔http
://w

w
w

.sach.gov.cn/tabid/96/InfoID
/16/frtid/96/

D
efault.aspx

〕）。

附
表
の
「
中
国
に
お
け
る
お
も
な
日
中
戦
争
関
連
遺
跡
」
は
、

一
九
六
一
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
ま
で
の
間
に
、
中
国
に
お
い
て
国

家
レ
ベ
ル
の
文
化
財
と
し
て
全
国
重
点
文
物
保
護
単
位
に
指
定
さ

れ
た
史
跡
を
中
心
に
、
日
中
戦
争
関
連
遺
跡
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
中
国
共
産
党
に
と
っ
て
抗
日
戦
争
は
自
ら

の
革
命
遂
行
の
一
過
程
で
あ
っ
た
と
も
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
れ
ら
の
遺
構
、
跡
地
は
同
時
に
「
革
命
遺
跡
」
と
さ
れ
る

場
合
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
実
際
、
一
九
八
八
年
ま
で
は
日
中

戦
争
の
関
係
遺
跡
は
、「
革
命
遺
址
及
革
命
紀
念
建
築
物
」
と
し

て
分
類
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
一
九
九
六
年
の
指
定
公
布
以
降
は
、

「
近
現
代
重
要
史
跡
及
代
表
性
建
築
」
と
い
う
分
類
に
名
称
変
更

さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
文
物
保
護
単
位
に
は
国
家
レ
ベ
ル
の
ほ

か
、
省
、
市
、
県
区
級
各
レ
ベ
ル
の
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
ら
に
指

定
さ
れ
て
い
る
日
中
戦
争
関
連
遺
跡
も
数
多
く
存
在
し
ま
す
が
、

本
コ
メ
ン
ト
で
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

さ
て
、
先
ほ
ど
ご
報
告
さ
れ
ま
し
た
十
菱
先
生
が
編
者
に
な
っ

て
お
ら
れ
ま
す
、
戦
争
遺
跡
に
関
す
る
総
合
的
な
事
典
『
し
ら
べ

る
戦
争
遺
跡
の
事
典
』
で
は
、
日
本
の
戦
争
遺
跡
を
そ
れ
ら
が
果

た
し
た
歴
史
的
役
割
か
ら
八
種
類
（
一
、
政
治
・
行
政
関
係
、
二
、

軍
事
・
防
衛
関
係
、
三
、
生
産
関
係
、
四
、
戦
闘
地
・
戦
場
関
係
、

五
、
居
住
地
関
係
、
六
、
埋
葬
関
係
、
七
、
交
通
関
係
、
八
、
そ

の
他
）
に
区
別
し
て
い
ま
す
（
十
菱
駿
武
・
菊
池
実
編

二
〇
〇

二
『
し
ら
べ
る
戦
争
遺
跡
の
事
典
』
柏
書
房
、
一
六
頁
）。
そ
れ

を
参
考
に
、
中
国
に
お
け
る
お
も
な
日
中
戦
争
関
連
遺
跡
を
分
類

し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
第
一
に
、
政
治
、
行
政
関
係
の
遺
跡

に
つ
い
て
、
抗
日
根
拠
地
と
呼
ば
れ
る
日
中
戦
争
時
代
の
共
産
党

キ
ャ
ン
パ
ス
の
な
か
の
戦
争
遺
跡
│
│
研
究
・
教
育
資
源
と
し
て
の
日
吉
台
地
下
壕
│
│
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の
地
域
政
権
、
お
よ
び
そ
の
軍
隊
に
関
わ
る
遺
構
、
建
物
が
多
数

保
存
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。
共
産
党
中
央
の
所
在
地
延
安
は
も

と
よ
り
、
華
北
で
は
晋
察
冀
辺
区
（
山
西
、
チ
ャ
ハ
ル
、
河
北
三

省
の
抗
日
根
拠
地
政
権
）、
晋
冀
魯
豫
辺
区
（
山
西
、
河
北
、
山

東
、
河
南
四
省
の
抗
日
根
拠
地
政
権
）、
あ
る
い
は
新
四
軍
が
地

盤
と
し
た
華
中
抗
日
根
拠
地
関
係
の
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら

は
国
民
党
の
い
わ
ゆ
る
正
面
戦
場
に
対
し
て
、
共
産
党
が
支
配
を

維
持
し
つ
つ
抗
日
戦
争
を
戦
っ
た
、
日
本
軍
後
方
の
戦
場
を
象
徴

す
る
戦
争
遺
跡
で
あ
る
と
い
え
る
も
の
で
す
。

そ
れ
に
対
し
、
国
民
党
関
係
の
遺
構
、
建
物
で
国
家
レ
ベ
ル
の

保
存
対
象
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
皆
無
に
近
い
と
い
え
ま
す
。
あ

え
て
い
え
ば
、
国
民
党
と
共
産
党
を
合
作
抗
日
へ
と
進
め
た
歴
史

的
事
件
で
あ
る
西
安
事
件
の
舞
台
と
な
っ
た
「
西
安
事
変
旧
址
」

が
あ
げ
ら
れ
る
程
度
で
す
。
満
洲
国
関
係
に
つ
い
て
、
細
菌
戦
の

研
究
所
と
し
て
存
在
し
た
ハ
ル
ビ
ン
市
郊
外
の
関
東
軍
防
疫
給
水

部
本
部
（
七
三
一
部
隊
）
跡
地
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
二
〇

〇
六
年
に
全
国
重
点
文
物
保
護
単
位
に
指
定
さ
れ
、
遺
跡
の
整
備

が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。
ま
た
、
長
春
で
は
、
博

物
館
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
満
洲
国
皇
帝
宮
殿
の
ほ
か
、
満
洲

国
旧
官
庁
街
に
国
務
院
、
軍
事
部
、
司
法
部
等
の
建
物
が
多
数
残

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
は
現
在
、
全
国
重
点
文
物
保
護
単
位

の
指
定
は
受
け
て
い
ま
せ
ん
。

第
二
に
、
軍
事
関
係
に
つ
い
て
、
共
産
党
の
軍
事
遺
跡
と
し
て

有
名
な
も
の
が
、
華
北
を
中
心
に
存
在
す
る
革
命
根
拠
地
の
地
下

ト
ン
ネ
ル
で
す
。
な
か
で
も
、
河
北
省
冉
荘
の
「
地
道
戦
遺
址
」

が
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
す
。
関
東
軍
関
係
で
は
、
ソ
連
邦
に
対

す
る
拠
点
と
し
て
構
築
さ
れ
た
黒
龍
江
省
の
虎
頭
要
塞
群
が
、

「
侵
華
日
軍
東
北
要
塞
」
と
し
て
国
家
か
ら
文
化
財
指
定
を
受
け

て
い
ま
す
。

第
三
に
、
戦
闘
地
、
戦
場
、
事
件
関
係
に
つ
い
て
、
華
北
で
は
、

た
と
え
ば
山
西
省
に
平
型
関
の
戦
い
、
山
東
省
に
台
兒
荘
の
戦
い

の
跡
地
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
戦
場
は
抗
日
民
族
統

一
戦
線
を
象
徴
す
る
戦
争
遺
跡
と
し
て
重
要
な
も
の
で
す
。
華
南

で
は
、
広
西
壮
族
自
治
区
に
昆
崙
関
の
戦
い
の
跡
地
、
雲
南
省
に

松
山
戦
役
跡
地
が
国
民
党
関
連
の
戦
争
遺
跡
と
し
て
存
在
し
ま
す
。

そ
れ
ら
は
国
民
党
の
正
面
戦
場
を
象
徴
す
る
戦
争
遺
跡
で
あ
り
、

と
く
に
華
南
の
二
つ
の
戦
場
が
全
国
重
点
文
物
保
護
単
位
に
指
定

さ
れ
た
こ
と
は
、
国
民
党
の
抗
戦
力
に
対
す
る
中
国
に
お
け
る
最

近
の
再
評
価
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
事
件
関
係

に
つ
い
て
、
南
京
大
虐
殺
、
平
頂
山
事
件
等
に
関
し
て
は
、
日
本

軍
に
よ
る
民
間
人
へ
の
大
量
殺
戮
事
件
の
現
場
と
し
て
発
掘
が
進

め
ら
れ
、
遺
跡
が
整
備
さ
れ
た
り
記
念
館
が
建
て
ら
れ
た
り
し
て

史
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い
ま
す
。

第
四
に
、
埋
葬
関
係
に
つ
い
て
、
共
産
党
方
面
で
は
各
地
に

「
烈
士
陵
園
」
と
呼
ば
れ
る
墓
地
が
あ
り
ま
す
。
国
民
党
方
面
で

は
、
雲
南
省
に
お
け
る
中
国
遠
征
軍
第
二
〇
集
団
軍
の
将
兵
を
埋

葬
し
た
騰
衝
の
「
国
殤
墓
園
」
が
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

中
国
に
お
け
る
日
中
戦
争
関
連
遺
跡
の
活
用

つ
ぎ
に
、
中
国
に
お
い
て
日
中
戦
争
関
連
遺
跡
は
ど
の
よ
う
な

形
で
活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
中
国
で
は
、
八
年
に
わ
た
る
抗
日
戦
争
す
な

わ
ち
日
中
戦
争
に
勝
利
し
た
と
い
う
こ
と
は
、「
中
華
民
族
の
栄

光
で
あ
り
、
中
国
人
民
の
栄
光
で
あ
る
」（
劉
大
年
・
白
介
夫
編

二
〇
〇
二
『
中
国
抗
日
戦
争
史
』
曽
田
三
郎
・
谷
渕
茂
樹
・
松
重

充
浩
・
丸
田
孝
志
・
水
羽
信
男
訳
、
桜
井
書
店
、
一
二
頁
）
と
さ

れ
、
中
国
の
復
興
を
も
た
ら
し
た
最
大
の
出
来
事
の
一
つ
で
あ
る

と
の
評
価
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
中
国
で
は
日
中

戦
争
関
連
遺
跡
は
大
き
な
教
育
的
価
値
を
も
つ
も
の
と
し
て
捉
え

ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

国
務
院
の
全
国
重
点
文
物
保
護
単
位
指
定
の
通
知
文
を
み
る
と
、

中
国
に
お
い
て
文
物
は
ど
の
よ
う
な
観
点
か
ら
そ
の
活
用
が
期
待

さ
れ
て
い
る
の
か
が
わ
か
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
一
九
九
六
年
の

通
知
で
は
、
文
物
の
利
用
は
「
中
華
民
族
の
歴
史
の
発
展
を
正
し

く
認
識
し
、
民
族
の
優
秀
な
伝
統
を
継
承
、
発
揚
し
、
民
族
の
自

信
と
凝
集
力
を
高
め
、
中
国
の
特
色
あ
る
社
会
主
義
を
建
設
す
る

こ
と
に
対
し
て
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
」（
中
華
人
民
共
和

国
国
務
院
「
国
務
院
関
於
公
布
第
四
批
全
国
重
点
文
物
保
護
単

位
的
通
知
」
一
九
九
六
年
一
一
月
二
〇
日
―
中
華
人
民
共
和
国
国

家
文
物
局
〔http

://w
w

w
.sach.gov.cn/tabid/96/InfoID

/

22/frtid/96/D
efault.aspx

〕）
と
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。
二
〇
〇

一
年
の
通
知
で
は
、「
社
会
主
義
精
神
文
明
の
建
設
を
促
進
す
る

た
め
、
愛
国
主
義
の
精
神
を
発
揚
し
、
民
族
の
誇
り
と
凝
集
力
を

高
め
、
中
華
民
族
の
偉
大
な
復
興
を
実
現
す
る
べ
く
新
た
に
貢
献

す
る
」（
中
華
人
民
共
和
国
国
務
院
「
国
務
院
関
於
公
布
第
五
批

全
国
重
点
文
物
保
護
単
位
和
與
現
有
全
国
重
点
文
物
保
護
単
位
合

併
項
目
的
通
知
」
二
〇
〇
一
年
六
月
二
五
日
―
中
華
人
民
共
和
国

国
家
文
物
局
〔http

://w
w

w
.sach.gov.cn/tabid/96/InfoID

/

23/frtid/96/D
efault.aspx

〕）
こ
と
が
文
物
保
護
の
目
的
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
の
二
〇
〇
六
年
の
通
知
文
で
は
「
愛

国
主
義
」
と
い
う
言
葉
が
抜
け
て
い
ま
す
が
、
文
物
の
利
用
は
、

民
族
の
伝
統
を
継
承
、
発
揚
し
、
民
族
の
団
結
と
国
家
統
一
を
守

る
た
め
に
重
要
な
意
義
が
あ
る
と
謳
っ
て
い
ま
す
（
中
華
人
民
共

キ
ャ
ン
パ
ス
の
な
か
の
戦
争
遺
跡
│
│
研
究
・
教
育
資
源
と
し
て
の
日
吉
台
地
下
壕
│
│

八
九
（
一
八
七
）



中
国
に
お
け
る
お
も
な
日
中
戦
争
関
連
遺
跡

全
国
重
点
文
物
保
護
単
位
登
録
年
と
分
類

１９６１
年
／革
命
遺
址
及
革
命
記
念
建
築
物

１９６１
年
／革
命
遺
址
及
革
命
記
念
建
築
物

──１９６１
年
／革
命
遺
址
及
革
命
記
念
建
築
物

１９９６
年
／近
現
代
重
要
史
跡
及
代
表
建
築

１９９６
年
／近
現
代
重
要
史
跡
及
代
表
建
築

２００６
年
／近
現
代
重
要
史
跡
及
代
表
建
築

──１９６１
年
／革
命
遺
址
及
革
命
記
念
建
築
物

１９６１
年
／革
命
遺
址
及
革
命
記
念
建
築
物

１９８２
年
／革
命
遺
址
及
革
命
記
念
建
築
物

１９９６
年
／近
現
代
重
要
史
跡
及
代
表
建
築

１９９６
年
／近
現
代
重
要
史
跡
及
代
表
建
築

２００６
年
／近
現
代
重
要
史
跡
及
代
表
建
築

２００６
年
／近
現
代
重
要
史
跡
及
代
表
建
築

２００６
年
／近
現
代
重
要
史
跡
及
代
表
建
築

──１９８８
年
／革
命
遺
址
及
革
命
記
念
建
築
物

２００６
年
／近
現
代
重
要
史
跡
及
代
表
建
築

──２００６
年
／近
現
代
重
要
史
跡
及
代
表
建
築

２００６
年
／近
現
代
重
要
史
跡
及
代
表
建
築

戦
争
関
連
遺
跡
の
内
容

日
中
戦
争
の
発
端
と
な
っ
た
盧
溝
橋
事
件
発
生
地

日
中
戦
争
時
期
を
含
む
中
国
革
命
の
英
雄
の
顕
彰
碑

根
拠
地
政
権
の
軍
事
及
び
民
生
向
け
地
下
道
，
地
下
施
設

二
度
の
上
海
事
変
に
お
け
る
中
国
軍
民
の
抗
戦
記
念
地

根
拠
地
政
権
の
軍
事
及
び
民
生
向
け
地
下
道
，
地
下
施
設

晋
察
冀
辺
区
政
府
，
同
軍
区
司
令
部
を
修
復

八
路
軍
１２９
師
司
令
部
建
物

日
本
軍
に
よ
る
河
北
省
豊
潤
県
潘
家
峪
村
民
虐
殺
事
件
の
跡
地

晋
冀
魯
豫
辺
区
の
犠
牲
者
埋
葬
地

晋
察
冀
辺
区
，
華
北
軍
区
の
犠
牲
者
埋
葬
地

八
路
軍
総
司
令
部
建
物
を
修
復

平
型
関
の
戦
い
主
戦
場
跡
地
．
平
型
関
戦
役
紀
念
館
あ
り

カ
ナ
ダ
人
医
師
ノ
ー
マ
ン
・
べ
チ
ュ
ー
ン
の
模
範
病
院
．
１９７４

年
再
建

晋
綏
辺
区
に
お
け
る
軍
，
政
指
導
機
関
の
建
物

八
路
軍
前
方
総
部
建
物
，
�
小
平
旧
居
ほ
か

大
同
炭
田
．
日
本
側
に
よ
る
遺
体
の
大
量
放
棄
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
場
所

百
団
大
戦
後
掘
削
さ
れ
た
晋
察
冀
辺
区
政
権
の
地
下
道

華
北
に
お
け
る
八
路
軍
最
大
の
工
廠
跡
地
・
兵
器
工
場
な
ど
を
復
元

日
中
戦
争
期
の
太
行
太
岳
両
区
の
犠
牲
者
埋
葬
地

柳
条
湖
事
件
発
生
地
．
事
件
現
場
至
近
に
博
物
館

日
本
軍
撫
順
守
備
隊
に
よ
る
住
民
虐
殺
事
件
．
１９７０

年
，
遺
骨
発
掘

溥
儀
ら
満
州
国
や
日
本
人
の
戦
犯
を
収
容
し
た
建
物

満
州
国
皇
帝
の
宮
殿
の
一
部
を
修
復
．
博
物
館
と
し
て
利
用

東
北
抗
日
聯
軍
指
導
者
楊
靖
宇
の
埋
葬
地

満
州
第
７３１
部
隊
本
部
建
物
，
動
力
班
ボ
イ
ラ
ー
室
ほ
か

関
東
軍
の
対
ソ
拠
点
虎
頭
要
塞
の
地
下
軍
事
施
設
ほ
か

場
所

北
京
市

北
京
市

北
京
市

上
海
市

河
北
省
保
定

河
北
省
阜
平

河
北
省
渉
県

河
北
省
唐
山

河
北
省
邯
鄲

河
北
省
石
家
荘

山
西
省
武
郷

山
西
省
繁
峙

山
西
省
五
台

山
西
省
興
県

山
西
省
左
権

山
西
省
大
同

山
西
省
定
襄

山
西
省
黎
城

山
西
省
長
治

遼
寧
省
瀋
陽

遼
寧
省
撫
順

遼
寧
省
撫
順

吉
林
省
長
春

吉
林
省
通
化

黒
龍
江
省
ハ
ル
ビ
ン

黒
龍
江
省
虎
林
ほ
か

時
期

１９３７
年

１９５８
年

１９４３
年
－

１９３２
，１９３７

年

１９４２
年

１９３８�１９４８
年

１９４０
年

１９４１
年

──１９３８
年

１９３７
年

１９３８
年

１９３９
年

１９４１�１９４３
年

１９３７�１９４５
年

１９４２�１９４７
年

１９４１
年

─１９３１
年

１９３２
年

１９５０�１９７５
年

１９３２�１９４５
年

─１９３６�１９４５
年

１９３４�１９４５
年

名
称

盧
溝
橋

人
民
英
雄
紀
念
碑

焦
荘
戸
地
道
戦
遺
址

上
海
淞
滬
抗
戦
紀
念
館

冉
荘
地
道
戦
遺
址

晋
察
冀
辺
区
政
府
及
軍
区
司
令
部
旧
址

八
路
軍
一
二
九
師
司
令
部
旧
址

潘
家
峪
惨
案
遺
址

晋
冀
魯
豫
烈
士
陵
園

華
北
軍
区
烈
士
陵
園

八
路
軍
総
司
令
部
旧
址

平
型
関
戦
役
遺
址

白
求
恩
模
範
病
室
旧
址

晋
綏
辺
区
政
府
及
軍
区
司
令
部
旧
址

八
路
軍
前
方
総
部
旧
址

大
同
煤
鉱
万
人
坑

西
河
頭
地
道
戦
遺
址

黄
崖
洞
兵
工
廠
旧
址

太
行
太
岳
烈
士
陵
園

“
九
一
八
”
歴
史
博
物
館

平
頂
山
惨
案
遺
址

撫
順
戦
犯
管
理
所
旧
址

偽
満
皇
宮
博
物
院

楊
靖
宇
烈
士
陵
園

侵
華
日
軍
第
七
三
一
部
隊
旧
址

侵
華
日
軍
東
北
要
塞

史

学

第
八
〇
巻

第
二
・
三
号

九
〇
（
一
八
八
）



１９６１
年
／革
命
遺
址
及
革
命
記
念
建
築
物

１９８８
年
／革
命
遺
址
及
革
命
記
念
建
築
物

１９８２
年
／革
命
遺
址
及
革
命
記
念
建
築
物

１９９６
年
／近
現
代
重
要
史
跡
及
代
表
建
築

２００６
年
／近
現
代
重
要
史
跡
及
代
表
建
築

──２００６
年
／近
現
代
重
要
史
跡
及
代
表
建
築

２００６
年
／近
現
代
重
要
史
跡
及
代
表
建
築

１９６１
年
／革
命
遺
址
及
革
命
記
念
建
築
物

２００１
年
／近
現
代
重
要
史
跡
及
代
表
建
築

２００６
年
／近
現
代
重
要
史
跡
及
代
表
建
築

─２００６
年
／近
現
代
重
要
史
跡
及
代
表
建
築

１９８８
年
／革
命
遺
址
及
革
命
記
念
建
築
物

２００６
年
／近
現
代
重
要
史
跡
及
代
表
建
築

２００６
年
／近
現
代
重
要
史
跡
及
代
表
建
築

１９９６
年
／近
現
代
重
要
史
跡
及
代
表
建
築

２００６
年
／近
現
代
重
要
史
跡
及
代
表
建
築

２００６
年
／近
現
代
重
要
史
跡
及
代
表
建
築

１９９６
年
／近
現
代
重
要
史
跡
及
代
表
建
築

２００６
年
／近
現
代
重
要
史
跡
及
代
表
建
築

２００６
年
／近
現
代
重
要
史
跡
及
代
表
建
築

１９９６
年
／近
現
代
重
要
史
跡
及
代
表
建
築

出
典

�「
国
務
院
関
於
公
布
第
一
批
全
国
重
点
文
物
保
護
単
位
名
単
的
通
知
」（
１９６１

年
３
月
４
日
），「
国
務
院
関
於
公
布
第
二
批
全
国
重
点
文
物
保
護
単
位
的
通
知
」（
１９８２

年
２
月
２３
日
），「
国
務
院
関
於

公
布
第
三
批
全
国
重
点
文
物
保
護
単
位
的
通
知
」（
１９８８

年
１
月
１３
日
），「
国
務
院
関
於
公
布
第
四
批
全
国
重
点
文
物
保
護
単
位
的
通
知
」（
１９９６

年
１１
月
２０
日
），「
国
務
院
関
於
公
布
第
五
批
全
国
重
点
文
物

保
護
単
位
和
與
現
有
全
国
重
点
文
物
保
護
単
位
合
併
項
目
的
通
知
」（
２００１

年
６
月
２５
日
），「
国
務
院
関
於
核
定
竝
公
布
第
六
批
全
国
重
点
文
物
保
護
単
位
的
通
知
」（
２００６

年
５
月
２５
日
）
─
中
華
人
民
共
和

国
国
家
文
物
局
〈

http
://w

w
w

.sach.gov.cn/tabid/96/InfoID
/16/frtid/96/D

efault.aspx〉，「
紅
色
旅
游
」
─
中
華
人
民
共
和
国
国
家
旅
游
局
〈

http
://w

w
w

.cnta.com
/htm

l/special/2009�
07/

hhzjhsly/index.htm
l〉，「

各
地
抗
戦
紀
念
館
」
─
中
国
人
民
抗
日
戦
争
紀
念
館
〈

http
://w

w
w

.77
china.org.cn/new

s.php?classid�49〉
な
ど
を
も
と
に
筆
者
作
成

中
共
中
央
，
陝
甘
寧
辺
区
政
府
関
連
の
建
物
群

八
路
軍
西
安
�
事
処
建
物
を
修
復

張
学
良
将
軍
公
館
，
楊
虎
城
将
軍
別
墅
（
止
園
）

八
路
軍
１１５
師
司
令
部
，
中
共
山
東
分
局
旧
跡
．
司
令
部
建
物
等
を
修
復

台
兒
荘
戦
役
勝
利
記
念
地
．
台
兒
荘
大
戦
紀
念
館
あ
り

民
兵
に
よ
る
抗
日
地
雷
戦
主
戦
場
跡
地

日
中
戦
争
，
国
共
内
戦
期
の
華
東
地
区
の
犠
牲
者
埋
葬
地

南
京
事
件
犠
牲
者
１００
余
名
の
埋
葬
地
．
中
国
人
が
一
所
に
埋
葬
し
た
と
さ
れ
る

皖
南
事
件
後
，
新
四
軍
再
建
部
隊
が
軍
部
を
お
い
た
泰
山
廟

皖
南
事
件
ま
で
の
新
四
軍
軍
部
旧
跡

新
四
軍
蘇
浙
軍
区
司
令
部
，
政
治
部
，
工
廠
な
ど
の
建
物
群

浙
東
区
行
署
，
中
共
浙
東
区
委
，
浙
東
抗
日
軍
政
幹
校
な
ど
の
建
物
群

浙
江
省
に
お
け
る
日
本
軍
の
投
降
受
諾
地
．
受
降
庁
を
修
復

南
昌
進
駐
時
の
新
四
軍
軍
部
の
建
物
．
も
と
は
張
勲
公
館

中
共
中
央
中
原
局
，
中
原
軍
区
，
中
原
行
署
建
物

八
路
軍
洛
陽
�
事
処
建
物

冀
魯
豫
辺
区
党
委
，
行
署
，
軍
分
区
司
令
部
等
建
物
（
顔
村
鋪
革
命
旧
址
）

新
四
軍
第
五
師
司
令
部
旧
跡

湖
南
省
に
お
け
る
日
本
軍
の
投
降
受
諾
地

東
江
縦
隊
の
前
身
広
東
人
民
抗
日
遊
撃
隊
司
令
部
建
物
ほ
か

八
路
軍
桂
林
�
事
処
建
物
を
修
復

昆
崙
関
の
戦
闘
指
揮
の
た
め
白
崇
禧
が
成
立
さ
せ
た
行
営
指
揮
部

松
山
戦
役
戦
場
跡
．
国
民
党
軍
の
ト
ー
チ
カ
，
坑
道
ほ
か

騰
衝
で
の
戦
闘
中
に
戦
死
し
た
中
国
遠
征
軍
第
２０
集
団
軍
の
将
兵
を
埋
葬

陝
西
省
延
安

陝
西
省
西
安

陝
西
省
西
安

山
東
省
�
南

山
東
省
棗
荘

山
東
省
海
陽

山
東
省
臨
沂

江
蘇
省
南
京

江
蘇
省
塩
城

安
徽
省
�
県

浙
江
省
長
興

浙
江
省
余
姚
ほ
か

浙
江
省
富
陽

江
西
省
南
昌

河
南
省
確
山

河
南
省
洛
陽

河
南
省
范
県
ほ
か

湖
北
省
大
悟

湖
南
省
�
江

広
東
省
東
莞

広
西
壮
族
自
治
区
桂
林

広
西
壮
族
自
治
区
来
賓
ほ
か

雲
南
省
龍
陵

雲
南
省
騰
衝

１９３７�１９４７
年

１９３７�１９４６
年

１９３６
年

１９４１�１９４５
年

１９３８
年

１９４０
年
�

─１９３７
年

１９４１�１９４５
年

１９３８�１９４１
年

１９４３�１９４５
年

１９４２�１９４５
年

１９４５
年

１９３８
年

１９３８�１９３９
年

１９３８�１９４２
年

１９４１�１９４６
年

１９４２�１９４５
年

１９４５
年

１９４０�１９４３
年

１９３８
年

１９３９�１９４０
年

１９４４
年

１９４５
年

延
安
革
命
遺
址

八
路
軍
西
安
�
事
処
旧
址

西
安
事
変
旧
址

八
路
軍
一
一
五
師
司
令
部
旧
址

台
兒
荘
大
戦
旧
址

趙
�
地
雷
戦
遺
址

華
東
革
命
烈
士
陵
園

侵
華
日
軍
南
京
大
屠
殺
死
難
同
胞
叢
葬
地

新
四
軍
重
建
軍
部
旧
址

新
四
軍
軍
部
旧
址

新
四
軍
蘇
浙
軍
区
旧
址

浙
東
抗
日
根
拠
地
旧
址

侵
浙
日
軍
投
降
儀
式
旧
址

南
昌
新
四
軍
軍
部
旧
址

中
共
中
央
中
原
局
旧
址

八
路
軍
洛
陽
�
事
処
旧
址

冀
魯
豫
辺
区
革
命
根
拠
地
旧
址

新
四
軍
五
師
司
令
部
旧
址

抗
日
勝
利
�
江
洽
降
旧
址

大
嶺
山
抗
日
根
拠
地
旧
址

八
路
軍
桂
林
�
事
処
旧
址

昆
崙
関
戦
役
旧
址

松
山
戦
役
旧
址

国
殤
墓
園

キ
ャ
ン
パ
ス
の
な
か
の
戦
争
遺
跡
│
│
研
究
・
教
育
資
源
と
し
て
の
日
吉
台
地
下
壕
│
│

九
一
（
一
八
九
）



和
国
国
務
院
「
国
務
院
関
於
核
定
竝
公
布
第
六
批
全
国
重
点
文
物

保
護
単
位
的
通
知
」
二
〇
〇
六
年
五
月
二
五
日
―
中
華
人
民
共
和

国
国
家
文
物
局
〔http

://w
w

w
.sach.gov.cn/tabid/96/In-

foID
/60/frtid/134/D

efault.aspx

〕）。
な
お
、
一
九
八
八
年
ま

で
の
通
知
文
で
は
、
文
物
の
教
育
的
利
用
を
強
調
す
る
文
言
は
記

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
、
現
代
中
国
で
は
、
文
物
を
利

用
し
て
愛
国
主
義
の
涵
養
を
は
か
り
、
国
家
統
一
の
た
め
の
国
民

教
育
を
施
す
と
い
う
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
中
国
で
は
愛
国
主
義
教
育
を
展

開
す
る
な
か
で
、
数
多
く
の
重
要
な
史
跡
や
博
物
館
な
ど
を
愛
国

主
義
教
育
基
地
と
し
て
き
ま
し
た
。
附
表
「
中
国
に
お
け
る
お
も

な
日
中
戦
争
関
連
遺
跡
」
に
掲
げ
た
遺
跡
の
多
く
も
、
中
共
中
央

宣
伝
部
に
よ
り
愛
国
主
義
教
育
基
地
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

九
九
七
年
七
月
に
、
中
宣
部
は
は
じ
め
て
「
愛
国
主
義
教
育
模
範

基
地
」
一
〇
〇
カ
所
の
リ
ス
ト
を
公
布
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
二

〇
〇
一
年
六
月
の
第
二
回
公
布
で
も
一
〇
〇
カ
所
、
二
〇
〇
五
年

一
一
月
の
第
三
回
公
布
で
は
六
六
カ
所
、
建
国
六
〇
周
年
を
前
に

し
た
二
〇
〇
九
年
五
月
の
第
四
回
公
布
で
は
八
七
カ
所
の
リ
ス
ト

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
宣
部
は
、
愛
国
主
義
教
育
基
地
の
建
設

の
目
的
と
作
用
を
、「
大
衆
的
な
愛
国
主
義
教
育
活
動
を
展
開
し
、

愛
国
の
熱
情
を
か
き
た
て
、
人
民
の
力
を
凝
集
し
、
民
族
精
神
を

育
て
る
」
こ
と
と
謳
っ
て
い
ま
す
（「
中
共
中
央
宣
伝
部
公
布
第

四
批
全
国
愛
国
主
義
教
育
示
範
基
地
」
二
〇
〇
九
年
五
月
―
中
国

愛
国
主
義
教
育
網
〔http

://w
w

w
.aicn.tv/article/article_

show
.php?article_id=54811

〕）。
そ
し
て
、
学
校
、
と
く
に
小

学
校
や
中
学
校
は
、
愛
国
主
義
教
育
基
地
を
利
用
し
た
教
育
活
動

を
積
極
的
に
徳
育
授
業
計
画
に
組
み
い
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
（
岡
村
志
嘉
子

二
〇
〇
四
・
一
二
「
中
国
の
愛

国
主
義
教
育
に
関
す
る
諸
規
定
」『
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
』
№
六
四
七

国
立
国
会
図
書
館
、
七
二
頁
）。

戦
争
遺
跡
の
教
育
利
用
と
と
も
に
、
二
〇
〇
四
年
ご
ろ
か
ら
、

新
た
な
観
光
の
あ
り
方
と
し
て
日
中
戦
争
関
連
遺
跡
を
含
む
共
産

党
の
革
命
の
事
跡
を
た
ど
る
「
紅
色
旅
遊
」（
レ
ッ
ド
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
）
が
宣
伝
さ
れ
て
い
ま
す
。
張
恩
華
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
も

と
も
と
共
産
党
の
革
命
根
拠
地
な
い
し
抗
日
根
拠
地
を
目
的
地
と

す
る
特
殊
な
テ
ー
マ
の
旅
行
と
し
て
党
が
呼
び
か
け
た
も
の
で
あ

っ
た
の
で
す
が
、
紅
色
旅
遊
が
最
近
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
要
因
と

志
向
に
は
、
政
府
が
「
政
策
や
法
律
を
通
し
て
紅
色
遺
産
〔
革
命

的
伝
統
の
価
値
を
も
つ
遺
産
〕
の
な
か
で
利
用
価
値
の
あ
る
観
光

資
源
を
体
制
化
し
、
し
た
が
っ
て
紅
色
遺
産
と
い
う
政
治
情
報
の

経
済
効
果
へ
の
転
換
を
実
現
し
た
こ
と
」
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
（
張
恩
華

二
〇
〇
八
・
三
「
中
国
の
『
紅
色
旅
遊
』
―
共
産

史

学

第
八
〇
巻

第
二
・
三
号

九
二
（
一
九
〇
）



主
義
か
ら
消
費
主
義
へ
、
革
命
か
ら
余
暇
へ
―
」
愛
知
大
学
現
代

中
国
学
会
編
『
中
国
２１
』
Vol.
29
、
風
媒
社
、
一
六
六
頁
）。
附
表

「
中
国
に
お
け
る
お
も
な
日
中
戦
争
関
連
遺
跡
」
に
掲
げ
た
盧
溝

橋
の
「
中
国
人
民
抗
日
戦
争
紀
念
館
」、
遼
寧
省
の
「�
九
一
八
�

歴
史
博
物
館
」、「
平
頂
山
惨
案
遺
址
」、
黒
龍
江
省
の
「
侵
華
日

軍
第
七
三
一
部
隊
旧
址
」、
陝
西
省
の
「
延
安
革
命
遺
址
」、「
西

安
事
変
旧
址
」、
山
東
省
の
「
台
兒
荘
大
戦
旧
址
」、
南
京
の
「
侵

華
日
軍
南
京
大
屠
殺
遇
難
同
胞
紀
念
館
」
な
ど
が
、
中
宣
部
が
勧

め
る
代
表
的
な
紅
色
旅
遊
先
で
す
。

戦
争
遺
跡
の
政
治
的
利
用
に
つ
い
て
、
一
九
九
三
年
か
ら
二
〇

〇
三
年
ま
で
の
江
沢
民
時
代
に
お
け
る
日
中
関
係
の
例
を
あ
げ
て

検
討
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
（
一
谷
和
郎

二
〇
〇
七
「
靖

国
神
社
参
拝
問
題
」
家
近
亮
子
・
松
田
康
博
・
段
瑞
聡
編
著
『
岐

路
に
立
つ
日
中
関
係
―
過
去
と
の
対
話
・
未
来
へ
の
模
索
―
』
晃

洋
書
房
）。
当
該
時
期
、
日
本
の
現
職
首
相
が
中
国
の
日
中
戦
争

関
連
遺
跡
を
訪
問
し
た
例
は
三
つ
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
村
山
富
市

首
相
は
、
一
九
九
五
年
五
月
に
中
国
を
訪
問
し
、
戦
後
の
現
職
首

相
と
し
て
は
じ
め
て
日
中
戦
争
の
発
端
と
な
っ
た
盧
溝
橋
を
見
学

し
ま
し
た
。
同
年
八
月
、
戦
後
五
〇
周
年
に
あ
た
り
、
村
山
首
相

は
侵
略
戦
争
の
認
識
を
盛
り
こ
ん
だ
首
相
談
話
を
発
表
し
て
い
ま

す
。

一
九
九
七
年
九
月
に
は
橋
本
龍
太
郎
首
相
が
中
国
を
訪
問
し
、

戦
後
の
現
職
首
相
と
し
て
は
じ
め
て
東
北
へ
赴
き
、
柳
条
湖
事
件

の
発
生
地
で
あ
る
瀋
陽
の
�
九
一
八
�
歴
史
博
物
館
を
見
学
し
ま

し
た
。
と
こ
ろ
で
、
橋
本
首
相
は
、
そ
の
前
年
一
九
九
六
年
七
月

二
九
日
に
靖
国
神
社
参
拝
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
一

九
八
五
年
八
月
一
五
日
の
中
曽
根
康
弘
首
相
に
よ
る
靖
国
神
社
参

拝
以
降
の
、
近
隣
諸
国
へ
の
配
慮
か
ら
現
職
首
相
は
靖
国
神
社
参

拝
を
し
な
い
と
い
う
政
治
的
慣
行
を
破
る
も
の
で
あ
っ
た
わ
け
で

す
が
、
そ
の
際
、
中
国
側
は
首
相
参
拝
を
「
き
わ
め
て
遺
憾
で
あ

る
」
と
し
、「
日
本
は
過
去
の
侵
略
の
歴
史
を
真
剣
に
反
省
し
、

実
際
の
行
動
で
ア
ジ
ア
の
人
民
の
信
頼
を
得
、
平
和
の
道
を
歩
む

べ
き
だ
」
と
の
談
話
を
発
表
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
意
味
で
、
満

洲
事
変
勃
発
地
へ
の
橋
本
の
訪
問
は
、「
実
際
の
行
動
」
で
自
ら

の
戦
争
認
識
を
示
し
つ
つ
、
村
山
談
話
を
再
確
認
す
る
と
い
う
政

治
的
意
図
を
込
め
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

三
例
目
は
、
小
泉
純
一
郎
首
相
が
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
の
中
国

訪
問
に
際
し
、
日
中
戦
争
の
起
点
と
な
っ
た
盧
溝
橋
を
訪
れ
た
こ

と
で
す
。
小
泉
首
相
は
、
そ
こ
で
戦
争
犠
牲
者
へ
の
「
お
詫
び
と

追
悼
」
を
語
り
ま
し
た
。
こ
の
場
合
も
、
盧
溝
橋
訪
問
二
か
月
前

の
八
月
一
三
日
に
、
小
泉
首
相
は
靖
国
神
社
参
拝
を
行
な
っ
て
い

ま
し
た
。
参
拝
と
同
時
に
発
表
さ
れ
た
首
相
談
話
で
は
、「
ア
ジ

キ
ャ
ン
パ
ス
の
な
か
の
戦
争
遺
跡
│
│
研
究
・
教
育
資
源
と
し
て
の
日
吉
台
地
下
壕
│
│

九
三
（
一
九
一
）



ア
近
隣
諸
国
に
対
し
て
は
、
過
去
の
一
時
期
、
誤
っ
た
国
策
に
も

と
づ
く
植
民
地
支
配
と
侵
略
を
行
い
、
計
り
知
れ
ぬ
惨
害
と
苦
痛

を
強
い
た
」
と
の
村
山
談
話
に
も
と
づ
く
政
府
見
解
が
示
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
中
国
側
は
、
や
は
り
「
実
際
の
行

動
」
に
よ
る
侵
略
の
歴
史
に
対
す
る
反
省
の
体
現
を
日
本
政
府
に

迫
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
そ
の
意
味
で
小
泉
首
相
の
盧
溝
橋
訪
問

に
は
、
自
ら
の
談
話
に
示
し
た
歴
史
認
識
を
再
確
認
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
首
相
靖
国
参
拝
へ
の
中
国
側
の
理
解
を
得
よ
う
と
す
る

意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
す
。
当
時
の
江
沢
民
国
家
主
席

は
そ
れ
に
対
し
、
小
泉
首
相
と
の
非
公
式
会
談
の
な
か
で
、
小
泉

首
相
の
盧
溝
橋
お
よ
び
中
国
人
民
抗
日
戦
争
紀
念
館
へ
の
訪
問
を

有
意
義
で
あ
る
と
語
っ
た
こ
と
か
ら
、
中
国
側
は
そ
れ
を
、
日
本

政
府
の
「
実
際
の
行
動
」
に
よ
る
歴
史
認
識
に
つ
い
て
の
態
度
表

明
で
あ
る
と
受
け
と
め
た
と
い
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
盧
溝
橋

に
せ
よ
柳
条
湖
に
せ
よ
そ
れ
ら
の
戦
争
遺
跡
は
、
過
去
の
日
本
の

植
民
地
支
配
と
侵
略
に
関
し
て
、
そ
の
行
為
と
責
任
の
所
在
を
議

論
す
る
場
と
し
て
存
在
し
、
ま
た
そ
の
行
為
と
責
任
を
明
確
に
語

ら
せ
る
場
と
し
て
中
国
で
は
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

お
わ
り
に

戦
争
遺
跡
は
、「『
戦
争
の
記
憶
』
を
呼
び
お
こ
す
力
を
も
っ
て

い
」
る
と
い
わ
れ
ま
す
が
（
戦
争
遺
跡
保
存
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

編

二
〇
〇
三
『
戦
争
遺
跡
か
ら
学
ぶ
』
岩
波
書
店
、
二
三
頁
）、

中
国
に
お
け
る
日
中
戦
争
関
連
遺
跡
の
取
り
あ
げ
ら
れ
方
、
す
な

わ
ち
保
存
な
い
し
活
用
の
さ
れ
方
を
み
て
く
る
と
、
中
国
で
は
戦

争
遺
跡
を
通
し
て
日
中
戦
争
が
ど
の
よ
う
に
記
憶
さ
れ
て
い
る
の

か
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
記
憶
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
第
一
に
、
日
中
戦
争

関
連
遺
跡
は
日
本
の
侵
略
を
告
発
し
、
そ
の
責
任
の
所
在
を
明
ら

か
に
す
る
場
と
し
て
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
盧
溝
橋
、
柳
条
湖
、

関
東
軍
防
疫
給
水
部
本
部
旧
跡
、
南
京
大
虐
殺
の
記
念
館
な
ど
は

と
く
に
そ
の
よ
う
に
い
え
る
と
思
い
ま
す
。
第
二
に
、
日
中
戦
争

を
英
雄
的
に
戦
い
ぬ
き
、
中
華
人
民
共
和
国
を
つ
く
り
あ
げ
た
共

産
党
の
革
命
的
な
価
値
を
称
え
、
顕
彰
す
る
場
と
し
て
日
中
戦
争

遺
跡
を
残
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
第
三
に
、
日
中
戦
争

関
連
遺
跡
は
、
当
該
時
期
の
中
国
に
お
け
る
一
致
抗
日
の
潮
流
に

よ
っ
て
国
民
全
体
が
団
結
し
た
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
場
で
も

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
西
安
事
件
旧
跡
、
平
型
関
の
戦
場
跡
、

台
兒
荘
戦
役
の
跡
地
な
ど
が
そ
の
よ
う
な
記
憶
を
呼
び
起
こ
す
場

に
当
た
り
ま
す
。
盧
溝
橋
の
近
く
に
あ
る
歴
史
博
物
館
中
国
人
民

抗
日
戦
争
記
念
館
の
展
示
の
仕
方
や
内
容
な
ど
を
み
て
も
、
そ
う

し
た
国
民
の
団
結
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ

史

学
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号
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二
）



ち
、
中
国
に
お
け
る
日
中
戦
争
関
連
遺
跡
は
、
中
国
国
民
の
共
通

の
経
験
を
表
象
す
る
装
置
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
え

る
と
思
い
ま
す
。

以
上
、
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
、
中
国
に
お
け
る
日
中
戦
争
遺

跡
に
関
し
て
、
コ
メ
ン
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
の
な
か
の
戦
争
遺
跡
│
│
研
究
・
教
育
資
源
と
し
て
の
日
吉
台
地
下
壕
│
│

九
五
（
一
九
三
）


